
担当課室 原子力課

予算額(補正後）

上位政策

原子力課長
篠崎　資志

219 181

188 215

原子力分野の研究・開発・利用の推進

関係する計
画、通知等

特別会計に関する法律施行令
第５１条第６項第８号

原子力政策大綱
（平成１７年１０月１1日原子力委員会決定）

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

原子力研究環境整備補助金

研究開発局

エネルギー対策特別会計（電源開発促進勘
定）

担当部局庁

執行額 126

全ての事業について、文部科学省が事業着手前に補助金の申請を受けて交付決定しているとともに、事業終了後に現
地調査又は書面調査により補助金の交付額を確定しており、支出先、使途について支出１件毎に詳細に確認してい
る。

総事業費(執行ベース) 125

３つのプログラムにより、大学・大学院１５校、高等専門学校１４校の人材育成事業を支援実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

131126 194

19年度 20年度 21年度

188 212

22年度 23年度要求

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

１．事業評価の観点：　２０３０年代の既存原発のリプレース、２０５０年までの高速増殖炉サイクルの実用化、原子力技術の安全
性・信頼性への要請といった課題に対応して、今後の原子力分野における継続的な人材養成・確保が必要である。そのため、大
学・大学院・高等専門学校における原子力分野の教育研究活動を支援し、将来の原子力分野の担い手となる優秀な人材を育成・
確保する事業であり、効果的・効率的な事業実施の観点で検証等を行った。
２．所見：これまでの事業の成果を適切に検証し、より効果的な事業の実施方策等について検討するとともに、経費の効率化によ
り予算を縮減すべきである。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
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所
見

当該補助金については、他の個別大学等への支援事業との関係を整理し、改善を行う。また、効率的・効果的な事業
実施方法の検討を行う。

事業番号 0533

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　( 文部科学省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成１９年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　２０３０年代の既存原発のリプレース、２０５０年までの高速増殖炉サイクルの実用化、原子力技術の安全性・信頼性
への要請といった課題に対応して、今後の原子力分野における継続的な人材養成・確保が必要である。そのため、大
学・大学院・高等専門学校における原子力分野の教育研究活動を支援し、将来の原子力分野の担い手となる優秀な人
材を育成・確保する。（補助率：定額）

執行率 99.8% 97.1% 98.3%

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　大学・大学院、高等専門学校の特徴を活かした原子力の研究教育活動を支援し、原子炉物理学、放射線安全学、核
燃料サイクル工学等の原子力の専門教育を行うとともに、原子炉や放射性同位体等を用いた実験実習を通じて実践的
な技術・技能の習得を行う。併せて、進路決定前の学生に対して、原子力技術に関する導入教育を行い原子力技術を
履修する学生の拡大を図る。補助事業の募集は公募で行い、有識者による審査委員会で選考を行っている。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

【原子力研究環境整備補助金】

文部科学省
２１５百万円

B．原子力研究基盤整備事
業

９９百万円

大学
（全３機関）

補助金　２１５百万円

原子力関係専攻長の強い
リーダーシップと理念の下、
長期的視点に基づき、施設
整備や研究活動の強化充
実を含む、原子力特有の基
礎分野の教育研究基盤の
整備を支援する。

【公募・補助金】

Ａ．原子力研究促進事
業

２４百万円

大学、高等専門学校
（全１７機関）

C．原子力コア人材育成事
業

８８百万円

大学、高等専門学校
（全１３機関）

【公募・補助金】 【公募・補助金】

学生が主体的に行う卒業
研究、実習・実験等の体験
型教育の充実等により、原
子力技術に関する習熟度
を高める取り組みや原子力
産業への学生の興味関心
を促す取り組みを支援す
る

大学・高専等の特色や地域
の人材ニースに対応し、放
射性物質の取り扱いや再処
理技術等の特定分野におけ
る専門的な知識を有し、当
該分野において中核的に活
躍しうる研究者、技術者等を
養成する取り組みを支援す
る。



0計 0 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 13 計

設備備品費 実験用備品

その他
実験用消耗品、原子力施設研修
費、資料代等事務用品

3

9

国内旅費 講師旅費等 0.2

人件費
事務補佐員、ティーチングアシスタ
ント等

1

C.茨城大学 G.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 33 計

その他
旅費、共同研究のための外国旅
費・外国人招聘旅費、消耗品等

5

設備備品費 研究・教育用備品 12

人件費 研究員 16

B.京都大学 F.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

0計 2 計

旅費 講師招聘旅費、研修旅費 0.5

その他 講師謝金、研修費、消耗品 1

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

費　目

A.福井工業大学 E.



「複数支出先ブロック」の支出先一覧
A.原子力研究促進事業

支出先 支出額（百万円）
1 金井学園（福井工業大学） 2
2 熊本高等専門学校 2
3 富山高等専門学校 2
4 香川高等専門学校 2
5 広島商船高等専門学校 2
6 石川工業高等専門学校 1
7 東海大学 1
8 名古屋大学 1
9 五島育英会（東京都市大学） 1
10 福井工業高等専門学校 1
・
・
・ その他 9

合計 24



「複数支出先ブロック」の支出先一覧
B.原子力研究環境整備事業

支出先 支出額（百万円）
1 京都大学 33.3
2 東北大学 33.0
3 東京大学 33.0

合計 99



「複数支出先ブロック」の支出先一覧
C.原子力コア人材育成事業

支出先 支出額（百万円）
1 茨城大学 13
2 東海大学 7
3 東北大学 7
4 五島育英会（東京都市大学） 7
5 東京学芸大学 7
6 八戸工業高等専門学校 7
7 北海道大学 7
8 金井学園（福井工業大学） 6
9 長岡技術科学大学 6
10 呉工業高等専門学校 6
・
・
・ その他 15

合計 88
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